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ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井
は
、
常
設
の
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
所
と

し
て
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
１
階
に
オ
ー
プ
ン
（
２
０
０
７
年
８
月
）
し
、
早

や
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
通
常
、
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
暮
ら
し
に
関
わ
る

相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
、
金
銭
問
題
や
生
活

問
題
等
の
相
談
及
び
雇
用
環
境
の
悪
化
に
よ
る
労
働
（
職
場
）
問
題
が
潜
在
的

に
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は
時
間
的
余
裕

が
な
く
て
相
談
が
で
き
な
い
勤
労
者
の
方
々
も
お
ら
れ
る
た
め
、
９
月
の
日
曜

日
（
４
日
間
）
に
つ
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
１
階
）
を

開
所
し
、
電
話
及
び
面
談
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

※

時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　

※

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０―

６
２
９―

４
１
７

　

休
日
相
談
の
周
知
は
、

福
井
新
聞
（
９
／
２
）
、

日
刊
福
井
新
聞
（
９
／

５
）
に
広
告
と
し
て
掲
載
、

さ
ら
に
福
井
新
聞
の
〔
ぷ

り
ん
〕
に
各
金
曜
日
４
回

掲
載
し
広
く
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
の
第
一
日
曜

日
は
、
８
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
第
二
日
曜
日

は
、
５
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
が
、
相
談
内
容
は
、

借
金
問
題
（
多
重
債
務
で

な
く
て
も
返
済
困
難
状

態
）
や
家
計
収
支
（
収
入

減
少
、
失
業
中
）
の
悪
化

に
よ
る
生
活
不
安
（
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
？
）
な

ど
の
相
談
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
（
９
／
14
現

在
）

　

労
福
協
が
実
施
す
る
休

日
の
生
活
相
談
は
、
出
張

形
式
の｢

く
ら
し
な
ん
で

も
相
談
会
＝
弁
護
士
同

行｣

を
２
０
０
２
年
か
ら

毎
年
、
県
内
の
拠
点
（
８

市
巡
回
）
で
、
年
間
２
回

（
前
期
・
後
期
）、
相
談
会

を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の

方
々
か
ら
様
々
な
相
談
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催

周
知
に
つ
い
て
は
自
治
体

広
報
誌
の
掲
載
や
地
元
新

聞
２
紙
に
広
告
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
連
合
福
井
、
福
祉

事
業
団
体
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
０
０
６
年
12
月
の
公
布
後
の
施
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
２
０
０
７
年
１
月
か
ら
の
罰
則
強
化

や
業
法
の
本
体
施
行
及
び
指
定
信
用
情
報
機
関
制
度

等
が
実
施
さ
れ
、
本
改
正
の
最
終
段
階
と
し
て
、
前

述
の
期
間
に
「
総
量
規
制
導
入
や
上
限
金
利
の
引
き

下
げ
等
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
総
量
規
制
等
が

実
施
さ
れ
る
と
利
用
者
に
と
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
、

総
量
規
制
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

総
量
規
制
は
、
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
）
の
借
入

額
を
規
制
し
、
過
剰
な
融
資
を
制
限
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
表
図
の
通
り
、
消
費
者
金
融
業
者
が
個
人

に
貸
付
す
る
場
合
、
１
社
あ
た
り
50
万
円
ま
た
は
総

借
入
残
高
（
複
数
社
利
用
額
計
）
が
１
０
０
万
円
を

超
え
る
貸
付
に
は｢

年
収｣

等
の
資
料
の
取
得
が
義
務

付
け
ら
れ
る
ほ
か
、
年
収
等
の
３
分
の
１
を
超
え
る

貸
付
は
原
則
禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
規
の

貸
付
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
き
ち

ん
と
返
済
し
て
い
る
の
に
、
借
入
限
度(

極
度)

額
の

範
囲
内
で
の
貸
し
増
し
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
複
数
の
消
費
者
金
融
（
サ
ラ

金
）
を
利
用
し
て
い
る
方
（
ま
た
は
多
額
の
借
入

者
）
で
、
毎
月
返
済
が
、
今
後
、
滞
っ
た
り
す
る

（
貸
し
渋
り
に
よ
り
、
資
金
が
回
ら
な
く
な
る
た

め
）
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
高
利
の
サ
ラ
金
を
利
用
し
続
け
て
い
る
と
、

９
月
の
日
曜
日
は

「
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
実
施

改
正
貸
金
業
法（
第
４
次
施
行
）

過
剰
貸
付
の
抑
制（
総
量
規
制
の
導
入
）に
つ
い
て

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井

元
金
部
分
の
返
済
は
も
ち
ろ
ん
利
息
負
担(

労
金
と

消
費
者
金
融
の
利
息
の
差
は
大
き
い)

が
多
い
た
め
、

金
銭
的
余
裕
が
な
く
な
り
、
ほ
し
い
も
の
も
買
え
な

い
（
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、
ま
た
い
つ
多

重
債
務
に
陥
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
安
定
し
た
給
与
収
入
の
あ
る
方
で
、
消

費
者
金
融
（
サ
ラ
金
）
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
労

働
金
庫
で
ロ
ー
ン
の
見
直
し
（
借
入
一
本
化
・
金
利

が
下
が
る
）
の
ご
相
談
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
労
金
で
借

換
え
が
で
き
れ
ば

毎
月
返
済
額
を
軽

減
（
同
時
に
支
払

利
息
も
大
幅
減
）

す
る
こ
と
が
で
き
、

家
計
収
支
の
改
善

に
大
き
な
効
果
が

で
て
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
北
陸
労

金
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー(

県
内

２
箇
所
で
土
日
も

営
業)

及
び
各
支

店
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
福
井
県
労
福
協
は
北
陸
労
金
（
主
と
し
て
県
本
部
及
び
各
支
店
）
と
連
携
し
た
、
「
第

２
次
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
＝
お
金
の
問
題
・
サ
ラ
金
（
高
利
）
借
り
換
え
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
２
０
０
９
年
12
月
か
ら
２
０
１
０
年
６
月
ま
で
（
４
条
施
行
：
第
一
次
施
行
後
２
年
半
以
内
）
に
、

「
改
正
貸
金
業
法
」
が
完
全
施
行
さ
れ
ま
す
。
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